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水道事業の政策課題
安心 安定 持続
環境 国際

厚生労働省（水道ビジョン）

地
域
政
策
課
題
を
明
確
化

反
映

将来像を目指
した具体的な
実施施策

課題抽出

地方分権
規制緩和

少子高齢化
人口減少

節水型社会

ニーズの
高度化環境問題

生活様式
の変化
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１.２　計画の位置づけ

�

水道に関する意識調査
（平成 21 年 8月実施）

新居浜市地域
水道ビジョン策定委員会

第四次新居浜市長期総合計画
（平成 17 年度見直し）

第五次新居浜市長期総合計画
（平成 22 年度策定予定）

新居浜市都市計画
マスタープラン

（平成 19 年 2月改訂）

意見・要望・提言

（平成 22年～ 32 年度）

フォロー
アップ

（見直し）

分析・評価

建設事業計画

経営計画

運営基盤強化

整合 地域特性

水道ビジョン
（平成 20 年 7月改訂）
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１.３　計画期間と目標年次

�

開始年次

平成 年

目標年次

平成 年
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２.２　水道事業の概要
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水道事業の沿革
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３.２　施策目標
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安心

安定

持続

環境

安全・快適な

給水の確保
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運営基盤の強化
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対策の強化

U���6� �/���=>��º�

tef�mYnÞ��._0��/���

!Ì"#��¶9��$%�&ÍJK'

d°`(£�)*=>��._0



















���	
ef�õ[` ��+Þ�÷@�^�-�ïðñòïðóòïªôòï=>ò� ��

öÞßh���+Þ��öV	nDE.�/0

５.１　基本体系

��

施策方針施策方針

１ 水源保全対策の強化

２ 水源管理の適正化

３ 水質管理体制の強化

４ 安全な水の追及

５ おいしい水の追及

７ 水道施設の耐震化

８ 災害対策の強化

９ 施設水準の維持・向上

１１ 人材の育成と技術の継承

１２ 広報・広聴活動の充実

１３ 窓口サービスの向上

１４ 有効率の向上

１５ 資源再利用の推進

１６ 温室効果ガスの発生抑制

施策目標施策目標

【 安 心 】
安全・快適な給水の確保

【 安 定 】
災害対策の充実

【 持 続 】
水道の運営基盤の強化

【 環 境 】
環境・エネルギー対策の強化

水道事業
の課題
水道事業
の課題

水源環境の変化

水源水質の変化

災害に対する脆弱性

施設老朽化の進行

給水収益の低迷

水道技術の継承

窓口対応と料金徴収方法

広報・広聴活動

水資源有効利用

資源再利用

環境保全

６ 貯水槽水道の適正管理貯水槽水道の管理

１０ コスト縮減と収益確保
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５.２　【安心】安全・快適な給水の確保

��

施策１、水源保全対策の強化

▲　高柳泉公園

具体的施策 ～H26 ～ H32

水安全計画※の策定

水道水源保全条例の検討

水源施設監視システムの導入

浄化槽 , 工場 , 事業所排水の監視

家畜糞尿の適正処理に関する指導

水源付近における下水道管の把握

周辺住民との連携強化

水源地の定期清掃を継続

水源地の定期パトロールを継続

実施

実施

実施

検討

検討 検討

検討

検討

検討

継続

継続

検討

検討

継続

継続
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▲　天神の木水源

具体的施策 ～H26 ～ H32

水需要に応じた取水量の適正化

井戸の適正な管理

実施

継続 継続

安心
38.4％

不安
0.9％

やや安心
28.5％

普通
23.5％

やや不安
8.7％

,TèU�ÍV-

指標コード 業務指標名 H19 年度実績 H32 年度目標

1002 水源余裕率 40.3％ 50.0％

�W.�¯







＜現状と課題＞

　水源の汚染事例として、農薬散布による窒素化合物の混入や工場排水などによる有機溶

剤の混入、降雨時の濁度上昇などが考えられます。また近年では、クリプトスポリジウム※

などの病原性微生物による水源汚染への対策も重要な課題となっています。

　本市の水源では、窒素化合物や有機溶剤混入などによる水質の変化は見られませんが、

クリプトスポリジウムによる汚染が懸念されています。滝の宮水源及び下泉南水源からク

リプトスポリジウムの指標菌（大腸菌※あるいは嫌気性芽胞菌※）が検出されたことから、

両水源はクリプトスポリジウム汚染のおそれのある施設に位置付けられています。また、

その他の水源は、地表水※の影響を受ける水源や浅井戸※であり、リスクレベル 2（当面は、

汚染の可能性が低い施設）に位置付けられています。

　これらの対策として、滝の宮水源については取水を停止し、下泉南水源については平成

21 年度に対策工事を行いました。また、その他の水源に関しては、注意深く水質の監視を

行っています。

＜具体的施策＞

　安全な水道水の供給を目指し、水源水質の監視継続に加え、クリプトスポリジウム等に

よる汚染のリスクレベルに応じた検査・管理をするとともに、必要に応じて浄水設備の導

入を検討します。

３２

施策４、安全な水の追及

具体的施策 ～H26 ～ H32

浄水設備の導入

水源の水質監視の継続

リスクレベルに応じた検査 , 管理

検討

継続

継続

検討

継続

継続

あり はい

なし いいえ

いいえ

はい

原水での
指標菌の検出

原水は地表水等が
混入していない
被圧地下水のみ

原水は地表水
レベル４

適切なろ過の実施

レベル１

隔絶性の確認

レベル３

適切なろ過の実施
又は、紫外線処理

レベル２

原水の指標菌検査による
監視の徹底

▲　水道原水に係るクリプトスポリジウム等による汚染の恐れの判断
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広報・広聴活動に関する満足度
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満足
24.1％

わからない
無回答
3.0％

やや満足
29.0％

普通
41.8％

やや不満
2.1％

不満
0％

水道事業に関して
知りたい情報
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0

100

200

300

400

500

水道料金
の仕組み
　　6.9％

災害対策への
取組
10.3％

水質全般の情報
12.0％

水道の
将来計画
　　6.3％

上手な
節水方法
8.3％

お客様の
料金や使用量
4.6％

応急給水
拠点の場所
8.3％

水道工事や
断水情報
8.5％　

他
14.1％

水源の状況
11.8％

浄水方法など
8.9％
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施策１２、広報・広聴活動の充実

水道施設の仕組み
4.4％

水道事業の経営状態
3.7％

水道事業の課題
2.9％

開閉栓等の
手続き
1.5％

料金の
支払い方法
1.0％

その他 0.6％
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【計画の策定】
基本計画の策定
目標の設定

【事業の推進】
計画の実施・運営
施策の実施

【進捗の検証】
進捗状況の分析
事業内容の評価

【改善策の検討】
改善策の立案
ニーズの把握 Do

Check

Action

Plan
・・・・

Level Up!

６.１　計画の評価・見直し
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施策
番号 具体的施策

～H２６ ～H３２
担当課

基準点 評価点 基準点 評価点

合計点

進捗率
（評価点 /基準点×100） ％ ％

※　評価点：実施済み 2点、実施中又は検討中 1点、未実施 0点

１４

１４

１５

１５

１６

１６

１６

１６

１６

水道管路台帳
システムの導入

漏水防止対策の継続的実施

２ ー

２２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ー

２

２

２

２

建設副産物などの有効活用

グリーン購入の継続

省エネルギー機器の導入

水道事業における
環境計画の策定

太陽光発電の導入

低公害車の導入

夜間電力の積極的活用

実施工程と進捗状況の評価シート　　～環境・エネルギー対策の強化～





７.１　業務指標ＰＩ

：高いほど良い指標 ：高いほど良く上限がある指標

：低いほど良い指標 ：低いほど良く下限がある指標

○ ：他の指標と併せて評価する指標

白抜き：水道局の努力で改善が可能な指標 塗潰し：他の要因が無いと改善ができない指標

○　：公表平均値より良い指標　　　　　　　　　　　　△　：公表平均値と同等な指標

×　：公表平均値より悪い指標　　　　　　　　　　　　－　：実績データ無し等により評価できない指標

分類：a 水質源の保全

分類：ｂ 水源から給水栓までの水質管理

目標：安心（全ての国民が安心しておいしく飲める水道水の供給）

指標
コード 業務指標名 単位

指標値

18年度 19年度 20年度
H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

指標
コード 業務指標名 単位

指標値

18年度 19年度 20年度
H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

1101 原水水質監視度 項目

1102 水質検査箇所密度 箇所 /100km2 6.8 6.8

161 161

6.8 14.18 × 適切な水質検査を実施するため、給水区域に応じた水質検査箇所
が選定されているかを表す指標。

原水監視の取組状況を表す指標。161 78.13 ○ －

0.000 0.03 ○ －1103 連続自動水質監視度 台 /(1,000m3/ 日 )

○ 水道水の安全性を表す指標。

連続自動水質監視装置による水質検査の実施状況を表している指標。

1104 水質基準不適合率 % 0.0 0.0

0.000 0.000

1105 カビ臭から見たおいしい水達成率 100

0.0 0.33

100 100 83.55 ○ 水質基準を満たした上で、より安全・よりおいしい水を給水するた
めの指標。

1107 総トリハロメタン濃度水質基準比

98 95 100 27.291106 塩素臭から見たおいしい水達成率

0 0 0 36.06

水質基準を満たした上で、より安全・よりおいしい水を給水するた
めの指標。○

%

水質基準を満たした上で、より安全・よりおいしい水を給水するた
めの指標。

1109 農薬濃度水質管理目標比

3 2 3 21.41 ○

1110 重金属濃度水質基準比

－ 水道事業体で作成している水質検査計画書に記載されている農薬数につ
いて、その濃度の目標値に対する割合を表す指標。0.000 0.000 0.000 0.30 ○%

%

水質基準項目に定められている６種類の重金属について、その濃度の目
標値に対する割合を表す指標。

1111 無機物質濃度水質基準比

0 0 3 3.65 ○

1112 有機物質濃度水質基準比

○ 水質基準項目に定められている６種類の無機物質について、その濃度の
目標値に対する割合を表す指標。5 8 6 17.08%

%

水質基準項目に定められている６種類の有機物質について、その濃度の
目標値に対する割合を表す指標。

1113 有機塩素化学物質濃度水質基準比

4 2 2 7.16 ○

1114 消毒副生成物濃度水質基準比

○ 有機塩素化合物質濃度として水質基準項目に定められている 7 種類と水質管理目
標に定められている２種類について、その濃度の目標値に対する割合を表す指標。0 0 0 0.70%

%

水質基準項目に定められている消毒副生成物のうちの５種につい
て、その濃度に対する割合を表す指標。

1115 直結給水率

0 0 0 8.41 ○

1116 活性炭投入率

○ ３階建ての建物について、受水槽を介さずに配水管の水圧などに
より直接給水が実施されている割合を表す指標。88.6 88.7 88.2 86.42%

%

粉末活性炭の投入実験を表している指標。

1117 鉛製給水管率

0.0 0.0 0.0 13.63 ○

○ 給水件数に占める鉛製給水管使用件数の割合を表す指標。0.0 0.0 0.0 8.37

%

%

%

%1108 有機物 (TOC) 濃度水質基準比

○ 水質基準を満たした上で、より安全な水を給水するための指標。

1001 水源利用率 % 水源のゆとり度や効率性を表す指標。62.1 61.8 61.2 63.41 －

41.40 － 水源のゆとり度や効率性を表す指標。1002 水源余裕率 % 38.3 40.3 38.4

取水した原水の有効利用度を表す指標。89.5 90.1 91.5 91.04

1004 自己保有水源率 % 100.0 100.0

△1003 原水有効利用率 %　　

－

100.0 40.62 － 水源運用の自由度を表す指標。

0.19 － 取水した原水 1m3あたりに占める水質保全のために投資した金額を
表す指標。1005 取水量１m3当たり水源保全投資額 円 /m3 － －

●

●

●

優
位
方
向

評
価
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分類：ａ 連続した水道水の供給

分類：ｂ 将来への備え

目標：安定（いつでもどこでも安定的に生活用水を確保）

指標
コード 業務指標名 単位

指標値

18年度 19年度 20年度
H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

指標
コード 業務指標名 単位

指標値

18年度 19年度 20年度
H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

－0.42 １年間に新たに布設した管路の割合を表す指標。0.69 ○0.49 0.64

１年間に更新されたバルブの割合を表す指標。

2107 管路の新設率 %

1.21 2.24 2.25 1.39 ○

0.00 ○ － 管路の総延長のうち、１年間に更生された管路の割合を表す指標。

2106 バルブの更新率 %

2105 管路の更生率 % 0.000 0.000 0.000

○ 管路の総延長のうち、１年間に更新された管路の割合を表す指標。0.86 1.34 1.42 0.942104 管路の更新率 %

不明 不明 8.49 － 管路の総延長に占める法廷耐用年数を超えた管路延長の割合を表
す指標。2103 経年化管路率 % 不明

45.62 ○ 水道施設の持つすべての電気・機械設備の数のうち、法律で定め
られた使用年数を超えた電気・機械設備の数の割合を表す指標。2102 経年化設備率 % 0.0 0.0 0.0

○
全浄水場の浄水施設能力（1 日に作ることのできる水量）に対し
て、法律で定められた耐用年数（法定耐用年数）を超えた浄水場
の浄水施設能力の割合を表す指標。

0.0 0.0 0.0 4.062101 経年化浄水施設率 %

95.04 × 配水管１㎞あたりの水道メーター数を表す指標。2008 水道メーター密度 個 /km 86 87 87

給水区域面積１k ㎡あたりの配水管延長を表す指標。9.6 9.6 9.7 10.68 ×2007 配水管延長密度 km/km2
98.23 △ 給水区域内の人口に対する給水サービスを受けている人の割合を

示す指標。2006 普及率 % 93.8 94.0 95.0

渇水や事故などで年間に給水制限を行った割合を表す指標。
使用者の快適性・利便性や給水サービスの安定性を示すもの。0 0 0 2.20 ○2005 給水制限数 日

0.49 0.86 × 1 日平均給水量の何時間分をすべての配水池で貯留可能かを表す
指標。給水の安定性や危機対応性を示すもの。

－ 全浄水場で 1 日に作ることのできる水量（浄水施設能力）に対す
る予備能力の割合のことで、危機対応性を表す指標。

2004 配水池貯留能力 日 0.49 0.49

23.7 27.9 27.1 26.06 ○

給水人口１人あたり、1日にどのくらいの水を使用するかを表す指標。

2003 浄水予備力確保率 %

381 378 371 337.16 ×2002 給水人口一人当たり配水量 L/ 日 / 人

2001 給水人口一人当たり貯留飲料水量 L/ 人 93
災害時の飲料水確保として、給水人口 1 人あたりどのくらいの量
が貯留されているかを表す指標。148.4193 92 －

指標
コード 業務指標名 単位

指標値

18年度 19年度 20年度
H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

分類：ｃ リスク管理

1 年間の給水件数 1000 件あたりの凍結発生件数を表す指標。

%

%

%

0 0 0.79 ○

日

個 /1,000 人

%

件 /1,000 件2218 給水装置の凍結発生率

○

0

55.12

上下水道局の全施設について、遠隔で施設の異常を検知できる警
報設備がある施設の割合の表す指標。100.0 100.0 100.0 52.27

水道施設の電気設備の電力総容量に対する自家用発電設備容量の
割合で、非常時に稼働可能な電気設備の割合を表す指標。

2217 警報付施設率 %

該当なし 該当なし 該当なし 53.99 －

給水人口 1000 人あたりの車載用給水タンク保有度の割合を表し
た指標。0.051 0.051 0.051 0.08

×

2216 自家用発電設備容量率

×2215 車載用の給水タンク保有度 m3/1,000 人

15.1 14.7 14.12214 可搬ポリタンク・
ポリパック保有度

△ 給水人口 1000 あたりに占める水質保全のために投資した金額を
表す指標。人あたりの給水車台数の割合を表す指標。0.0 0.0 0.0 0.009

給水人口 1000 人あたりの常時備蓄品として確保しているポリタ
ンク・ポリバックの割合を表す指標。

浄水場の燃料貯蔵状況の割合を表す指標。

2213 給水車保有度 台 /1,000 人

該当なし 該当なし 該当なし 0.74 －

浄水場での水づくりに使用する薬品がどのくらい保管されてい
るかを表す指標。11.0 11.4 12.7 36.69

7.65 ×

2212 燃料備蓄日数

×2211 薬品備蓄日数 日

3.0 3.6 4.32210 管路の耐震化率

× 全配水池の容量のうち、耐震化された配水池の容量の割合を表す
指標。16.6 16.6 16.6 25.92

水道管路の総延長に占める耐震化された管路延長の割合を表す
指標。

全ポンプ場のうち耐震化されたポンプ場の割合を表す指標。

2209 配水池耐震施設率 %

2.9 2.9 2.9 17.93

全浄水場のうち耐震化された浄水場の割合を表す指標。該当なし 該当なし 該当なし 12.41

2208 ポンプ所耐震施設率

－2207 浄水施設耐震率 %

×

給水区域 100k ㎡あたりの応急給水拠点の数を表す指標。
緊急時の利用しやすさ、危機対応性を示す。13.7 13.7 13.7 20.25

8.47 ×0.0

42.49

0.0 0.02206 系統間の原水融通率

×

○

他系統からの融通可能な原水水量の割合であり、水運用の安定性、
柔軟性及び危機対応性を表している指標。

事故発生時に給水不可能となる人口の割合を表す指標。

2205 給水拠点密度 箇所 /100km2

36.4 38.7 40.3

１年間に幹線管路 ( 事故時の影響が大きい管路 ) で発生した事故
件数。

○2204 事故時給水人口率 %

102.0 103.0 63.02

１年間に水源の水質事故によって取水停止などになった件数。

１日平均給水量に対して事故発生時に給水が可能な水量の割合を
表す指標。事故発生時の水道システムの融通性、余裕度などサー
ビスの安定性を示す。

2203 事故時配水量率 % 101.5

1.9 1.07 ×2202 幹線管路の事故割合 件 /100km 2.5 1.8

2201 水源の水質事故率 件 0 0 0 1.31 ○



分類：ａ 地域性にあった運営基盤の強化

分類：ｂ 水道文化・技術の継承と発展

分類：ｃ 消費者ニーズをふまえた給水サービスの充実

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

営業費用が営業収益によってどの程度まかなわれているかを示す指標で、
収益性を見る際の指標の一つ。3001 営業収支比率 121.7

経常収支比率

122.1 118.5 117.13

3002

% ○
経常費用が経常収益によってどの程度まかなわれているかを示す指標で、
収益性を見る際の最も代表的な指標。

3003 総収支比率

110.4 111.9 111.1 107.65 ○

累積欠損金比率

○ 総費用が総収益によってどの程度まかなわれているかを示す指標。110.0 111.7 110.9 107.43

%

3005 繰入金比率 ( 収益的収支分 )

経営状況の健全性を表している指標。0.0 0.0 0.0 1.65 ○3004
収益的収入に対する繰入金の依存度を表す指標で、経営の健全性や効率性を示す。

3006 繰入金比率 ( 資本的収入分 ) 0.8

0.0 0.0 0.0 1.94 ○ －

2.6 1.4 7.12 ○ － 資本的収入に対する繰入金の依存度を表す指標で、経営の健全性や効率性を
示すものの一つ。

× 損益勘定所属職員１人あたりの生産性について、給水収益を基準として把握
するための指標。3007 職員一人当たり給水収益 49,825 49,707

15.883008 給水収益に対する職員給与費の割合

49,028 66,183

給水収益に対する企業債利息の割合を表す指標。
事業の収益性を分析するための指標の一つ。3009 給水収益に対する企業債利息の割合 15.4 14.4

× 給水収益に対する職員給与費の割合を表す指標。事業の収益性を分析するた
めの指標の一つ。17.6 17.5 17.2

3010 給水収益に対する減価償却費の割合

12.5 11.47 ×

給水収益に対する企業債償還金の割合

給水収益に対する減価償却費の割合を表す指標。
事業の収益性を分析するための指標の一つ。33.9 34.5 35.3 28.83 ×%

%

3012 給水収益に対する企業債残高の割合

給水収益に対する企業債償還金の割合を表す指標。
企業債償還元金が経営に与える影響を分析するための指標。21.9 39.6 34.3 29.06 ×3011

○3013 料金回収率

給水収益に対する企業債残高の割合を表す指標。
企業債残高の規模と経営への影響を分析するための指標。390.6 359.0 335.7 317.08 ×

有収水量1m3あたりどのくらいの費用がかかっているかを表す指標。

3014 供給単価

供給単価と給水原価の関係を表す指標。経営の健全性を示す指標の一つ。102.4 103.7 103.6 98.24
有収水量 1m3 あたりどのくらいの収益を得ているかを表す指標。112.6 112.4 112.6 170.95 ○

3016 1 箇月当たり家庭用料金

110.0 108.4 108.7 175.80給水原価

１年間の総給水量のうち、水道料金として回収できた水量の割合を表す指標。

○ 口径 13mmの給水管で 1ヶ月に 20m3 の水を使用したときの料金額。

○3015

1 箇月当たり家庭用料金 1,926 1,926

○

90.9

1,926 2,6783017

口径 13mmの給水管で 1ヶ月に 10m3 の水を使用したときの料金額。876 876 876 1,216

△3019 施設利用率

91.1 90.8 90.97 ○3018 有収率

水道事業の施設効率を判断する指標の一つ。

１日あたりの給水能力に対する１日平均の給水量の割合を表す指標。
水道施設の経済性を統括的に判断する指標。

3020 施設最大稼動率

62.1 61.8 61.2 65.05

84.7 88.04負荷率

△ １日あたりの給水能力に対する１年間のうち１日の給水量が最大の日の水量
の割合を表す指標。72.3 71.3 72.2 73.82

流動負債に対する流動資産の割合を表す指標。短期債務に対する支払能力を表す。653.5 619.3 728.2 805.03

×3023

△3021

自己資本構成比率

×3022 流動比率

85.9 86.7

投下資本の回収と再投資の間のバランスを見る指標。

総資本に占める自己資本の割合を表す指標。財務の健全性を示す指標の一つ。

3024 固定比率

53.5 56.4 59.1 66.06

△ 自己資本がどの程度固定資産に投下されているかを見る指標。160.9 153.9 146.6 147.74

3026 固定資産回転率

64.6 114.5 97.1 98.11企業債償還元金対減価償却費比率 ×3025

固定資産使用効率

△ 固定資産に対する営業収益の割合で、短期間に固定資産の何倍の営業収益が
あったかを表す指標。

0.12 0.12 0.12 0.13

有形固定資産に対する１年間の総給水量の割合。12.1 12.1 12.1 8.45 ○3027

%

m3/10,000 円

%
%
%

%

千円 / 人

%

%

%
円 /m3

円 /m3

円 /10m3

円 /20m3

%
%

%

%
%
%
%
%
回

目標：持続（いつまでも安心できる水を安定して供給）

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

3101 職員資格取得度 日本水道協会の定める資格の取得状況を表している指標。×

民間資格取得度

0.89 0.66 0.58 1.19

件 / 人

3103 外部研修時間

－ 配水管工技能講習会・配管設計講習会の修了者、浄水施設管理技士（１、２級）
管路施設管理技師（１、２級）の取得状況を表している指標。

データ
なし

データ
なし

データ
なし 0.063102

新居浜市上水道局以外が主催する研修等に職務として参加した職員数と時間。

3104 内部研修時間

5.5 5.3 4.3 7.65 ×

○ －3105 技術職員率

× 新居浜市上水道局が主催する研修等に職務として参加した職員数と時間。2.1 2.1 1.3 5.77

全職員に占める技術系職員の割合を示す指標。

3106 水道業務経験年数度 7.4 7.9 9.0

42.1 44.7 44.7 51.98

13.51 ○ － 水道事業に関わる機関に所属した平均経験年数を表す指標。

3107 技術開発職員率 水道技術開発に対する人的投資の度合いを表す指標。△

職員1人あたりの配水量を表し、水道サービス全般の効率性を示す指標の一つ。

3108 技術開発費率

0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00

0.02

△ 給水収益に占める水道技術に関する研究開発費用の割合を表す指標。0.00

3110 職員一人当たりメーター数

435,000 434,000 429,000 374,788職員一人当たり配水量 ○3109

3111 公傷率

○個 / 人 職員１人あたりのメーター数を表し、水道サービス全般の効率性を示す指標の一つ。1,251 1,269 1,284 1,265

職員が公傷により休務した割合を表し、水道事業の安全衛生に係る指標である。

3112 直接飲用率

0.000 0.000 0.000 74.21 ○
－

%

水道水をじゃ口から直接飲む人の割合を表す指標。該当なし 該当なし 該当なし 59.95%

時間

件 / 人

時間

年 / 人

%

%

%

m3/ 人

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

部 / 件 × 水道事業への理解や透明性の確保等を目的として行っている広報活動状況を表す指標。

3202 モニター割合 人 /1,000 人

0.1 0.1 2.473201 水道事業に係る情報の提供度 0.1

給水人口 1000 人あたりの水道モニター数の割合を表し、消費者との双方向コ
ミュニケーションの推進状況を示す指標。

3203 アンケート情報収集割合 人 /1,000 人

0.0 0.0 0.0 0.03

×

△

3204 水道施設見学者割合

× 給水人口 1000 人あたりのアンケート調査解答者数の割合を表し、消費者ニー
ズの情報収集実行度を示す指標。0.0 0.0 0.0 2.82

水質に関する苦情件数の割合を表し、消費者の水質に対する満足度を示す指標の一つ。

給水人口 1000 人あたりの水道施設見学者数の割合を表し、消費者との双方向
コミュニケーションの推進状況を示す指標。

3205 水道サービスに対する苦情割合 件 /1,000 件

1.7 1.8 3.3 5.57

○ 水道サービスに対する苦情件数の割合を表し、消費者満足度を示す指標の一つ。0.19 0.31 0.19 1.84

3207 水道料金に対する苦情割合 件 /1,000 件

1.83 0.12 0.173206 水質に対する苦情割合 0.44 ○

3208 監査請求数

×
0 0 0 0.00

水道料金に関する苦情件数の割合を表し、消費者の水道料金に対する満足度を
示す指標の一つ。

データ
なし

データ
なし

データ
なし 0.20

3210 職員一人当たり受付件数 件 / 人 771 560

0 03209 情報開示請求数 件

512 430.09 ○

１年間に、法令に基づき水道事業に関して監査請求された件数。

１年間に職員１人あたり何件の受付を行ったかを表す指標。

－ １年間に、法令に基づき水道事業に関して情報開示請求された件数。1 16.72 ○

△

人 /1,000 人

件 /1,000 件

件
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指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

分類：ｂ 健全性

% 100.0 水源としての井戸水の利用状況を表している指標。4101 地下水率 100.0 100.0 24.47 ○

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

分類：ａ 地球温暖化防止・環境保全などの推進

配水量 1㎥あたりの電力の消費量を表す指標。4001 配水量１㎥当たり電力消費量 kWh/ ㎥ 0.63

配水量１㎥当たり消費エネルギー

0.64 0.63 0.35 ×

配水量 1㎥あたりにかかる電力・燃料などすべてのエネルギー消費量を表す指標。

4003 再生可能エネルギー利用率

2.28 2.30 2.28 1.32 ×4002

－ 再生可能エネルギーの利用状況から見た、環境負荷低減に対する取組状況を表している指標。該当なし 該当なし 該当なし 0.01
浄水処理過程における発生土の有効利用（廃棄処分以外）の割合を表すもので、
環境保全への取組度合いを示す指標の一つ。4004 浄水発生土の有効利用率 該当なし 該当なし 該当なし

59.13 ×4005 建設副産物のリサイクル率

74.24 －

%

×g・CO2/ ㎥ 配水量 1㎥あたりの二酸化炭素排出量を表す指標。4006
配水量１㎥当たり

二酸化炭素 (CO2) 排出量 273 275 272

MJ/ ㎥

%

%

水道工事で発生する建設副産物の有効利用度を表すもので、環境保全への取組度
合いを示す指標の一つ。36.9 25.3 23.3

151.64

分類：ｂ 適正な維持管理

○ 稼働している浄水場において、過去 10 年間に事故により送水が停止した割合を表す指標。5101 浄水場事故割合 10 年間の
件数 / 箇所 0.0 0.0 0.0

5102 ダクタイル鋳鉄管・鋼管率 %

1.61

× 管路総延長に占めるダクタイル鋳鉄管と鋼管の割合を表し、管路材質の強度に視点を当てた
指標。維持管理上の容易性を示すもの。41.5 42.2 42.9 66.32

○ 管路延長 100 ㎞あたりの事故件数を表す指標。管路の健全性を示すもの。5103 管路の事故割合 件 /100km 7.5 5.4 6.6

5104 鉄製管路の事故割合 件 /100km 0.4 1.6

5.62

非鉄製管路 100 ㎞あたりの事故件数を表す指標。非鉄製管路の健全性を示す。5105 非鉄製管路の事故割合 件 /100km 12.5

0.4 2.31 ○ 鉄製管路 100 ㎞あたりの事故件数を表す指標。鉄製管路の健全性を示す。

○5106 給水管の事故割合 件 /1000 件

8.2 11.2 16.40 ○

給水件数１件あたりの年間漏水量を表す指標。

給水件数 1000 件あたりの給水管の事故件数を表す指標。配水管分岐から水道メータまでの
給水管の健全性を示す。

5107 漏水率 %

1.9 1.9 2.8 5.39

27.4 27.65108 給水件数当たり漏水量

× 年間総給水量のうち、漏水した水量の割合を表す指標。9.0 8.6 9.0 4.96

16.38 ×

5110 設備点検実施率

○5109 断水・濁水時間 時間

29.1

×

想定外の断水・濁水の発生状況を表している指標。0.04 0.03 0.04 1.61

管路１km あたりに設置されたバルブの数を表す指標。配水操作の柔軟性や管路の維持管理
の容易性を示す。

１年間に水道施設の主要設備である電気・計装・機械設備等の点検が機器数に対してどの程
度実施されたかを表す指標で、管理の適正度を示す。

5111 管路点検率 %

525 542 525 1103.49

○ 管路総延長に対する年間の点検率を表す指標で、管路の健全性確保に対する執行度合いを示す。36 52 36 28.91

5113 消火栓点検率 %

14.2 14.3 14.45112 バルブ設置密度 16.13 ×

－ 消火栓の維持管理の状況を表している指標。データ
なし

データ
なし

データ
なし 76.14

5115 貯水槽水道指導率 %

3.8 3.8 3.85114 消火栓設置密度

× 貯水槽水道に対して１年間に行った調査・指導の件数を表す指標。0.6 0.8 0.4 18.02

㎥ / 年 / 件

%

基 /km

基 /km 管路施設の消防能力や救命ライフラインとしての危機対応能力を表している指標。3.16 ○

分類：ａ 適正な実行・業務運営

0.00 0.65 ○5001 給水圧不適正率 % 0.68 配水管の圧力を測定する地点において、適正な給水圧の範囲になかった測定地点の割合を表す指標。0.42

209 189.35 ×5002 配水池清掃実施率 %

44.2 42.5 26.98 ○

配水池の総容量のうち、最近５年間に清掃した配水池容量の割合を表し、配水池の管理状況
を示す指標。

5003 年間ポンプ平均稼動率 %

28 31

× 検針総件数のうち、指針の読み違いや検針票の入れ間違いなど検診に関する誤りの割合を表す指標。

－ 水道施設の主要設備であるポンプが、１年間にどの程度稼働しているかを表し、ポンプ施設
の余裕度を示す指標。

5004 検針誤り割合 件 /1,000 件 0.17 0.11

44.0

5005 料金請求誤り割合 件 /1,000 件

0.10 0.07

料金請求総件数のうち、請求先の間違いなど料金請求に関する誤りの割合を表す指標。0.22 0.19 0.22 0.11 ×

料金の総収入に占める年度末の未納料金総額を表す指標。5006 料金未納率 % 5.8 5.7 5.3

5007 給水停止割合 件 /1,000 件

6.78 ○

給水件数のうち、水道料金が未納となって給水停止した年間件数の割合を表す指標。3.3 6.5 6.3 15.54 ○

すべての水道メータのうち、業者に検針を委託した水道メータ数の割合を表す指標。5008 検針委託率 % 100.0 100.0 100.0

○ －5009 浄水場第三者委託率 %

98.41 ○

第三者委託の実施状況を表している指標。該当なし 該当なし 該当なし 2.17

目標：管理（水道システムの適正な実行・業務運営及び維持管理）

目標：環境（環境保全への貢献）

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

指標
コード 業務指標名 単位

指標値
18年度 19年度 20年度

H19公表
平均値

優位
方向 評価 備考

分類：ａ 技術の移転

分類：ｂ 国際機関、諸国との交流

6001 国際技術等協力度 人・週 0 0 0 0.21 × 海外に水道技術およびそれに関連する事務、経営管理など公的な派遣を行った割合を表す指標。

6101 国際交流数 件 0 0 0 0.15 × 水道事業発展のため、情報交換・海外・会合・研修など公的に海外へ出かけた職および来日した人の件数。

目標：国際（我が国の経験の海外移転による国際貢献）



７.２　市民アンケート調査結果

６６

　新居浜市水道ビジョン策定にあたって、市民が水道事業に対して感じている問題点や

ニーズを把握し、出来るだけ多くの市民の意見を水道ビジョンに反映させることを目的と

して市民アンケート調査を実施しました。調査は、水道事業が抱える課題に対する取り組

み状況や日常業務や市民サービスなどを安心、安定、持続、環境、国際の 5項目 40 設問

に分類し、満足度及び重要度を調査しました。

　下図は、設問に対する満足度を縦軸に、重要度を横軸に示したグラフとなっています。

これによると、重要度が高いにもかかわらず満足度が低い項目「地震対策」、「老朽化対策」

が市民の求める施策という結果になりました。

　調査対象：上水道家庭用使用者から無作為に抽出

　調査期間：平成 21 年 7 月 30 日～平成 21 年 8 月 21 日

　標本数：2,000 件　（回答件数 901 件、回収率 45.1％）

調査概要
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ch
ec
k 
po
in
t ・Ｘ軸は項目の重要性、Ｙ軸は現状の満足度。

・水の安全性、水源の余裕、水のおいしさは、非常に重要視しており、その対策についても
　概ね満足している。
・地震対策と施設老朽化も、非常に重要視しているものの、対策に不満がある。
・料金水準に関しては、全国的にみて安価であるにも関わらず、満足度が低い。
・国際貢献、職員サービス、生産性はさほど重要視していない。
・環境保全の重要性も感じている。
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７.３　水道ビジョン策定の経過
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新居浜市地域水道ビジョン策定委員会の検討内容

新居浜市地域水道ビジョン策定委員会の委員名簿

新居浜市地域水道ビジョン策定委員会設置要綱

日時 検討内容

第 1 回

第 2 回

平成 22 年 1 月 27 日

平成 22 年 2 月 19 日

議事 1－新居浜市水道ビジョンについて
議事 2－新居浜市水道事業の概要
議事 3－市民アンケート調査結果の紹介
議事 4－現状と課題、具体的施策の紹介
議事 5－計画の推進方法について

議事 1－新居浜市水道ビジョン ( 案 ) について

議事 1－新居浜市水道ビジョン ( 案 ) について第 3 回 平成 22 年 3 月 17 日

新居浜市連合自治会 日野　幸彦

新居浜市女性連合協議会 有吉　瑞穂

新居浜工業高等専門学校 衣笠　巧

にいはま環境市民会議 眞鍋　昌裕

地下水専門家 岡部　益夫

新居浜市環境担当 加藤　哲

新居浜市防災安全担当 工藤　順

会長

副会長

生物応用化学科准教授

会長

有限会社 四国さく泉工業所

環境部長

総務部総括次長兼防災安全課長
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新居浜市水道ビジョン

新居浜市
〒792-8585 愛媛県新居浜市一宮町 1-5-1

h t tp : / /www . c i t y . n i i h ama . l g . j p /
Tel: 0897-65-1330　Fax: 0897-65-1335

平成 22 年度～平成 32 年度
平 成 2 2 年 ６ 月 策 定

水道局




